
第
六
章
　
教
団
の
国
際
伝
道
　

そ
の
概
要

◎
第
六
章
の
構
成

本
願
寺
出
版
社
よ
り
刊
行
し
た
『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
第
六
章
で
は
、
戦
後
、
本

願
寺
の
国
際
伝
道
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ

た
の
か
に
つ
い
て
を
地
域
別
に
叙
述
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
構
成
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

一　

国
際
セ
ン
タ
ー

二　

北
米
・
ハ
ワ
イ

三　

中
南
米

四　

ア
ジ
ア

五　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

◎
国
際
セ
ン
タ
ー
の
開
設

本
願
寺
派
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
各
地

の
布
教
拠
点
を
一
挙
に
喪
失
し
ま
し
た
。
日
本

の
軍
事
侵
攻
に
連
動
し
て
教
勢
を
拡
大
さ
せ
て

き
た
た
め
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
積
極
的
な
海
外

布
教
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。国

際
セ
ン
タ
ー
の
前
身
は
、
１
９
４
２
（
昭

和
17
）
年
に
広
瀬
精
一
が
設
立
し
た
財
団
法
人

至
心
会
（
寮
）
で
す
。
広
瀬
は
戦
前
よ
り
真
宗

国
際
伝
道
へ
の
強
い
熱
意
を
懐
い
て
活
動
し
、

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
至
心
会
（
寮
）
は

宗
教
法
人
至
心
寺
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
、
至
心
寺
の
土
地

と
建
物
が
本
願
寺
へ
寄
贈
さ
れ
、
翌
年
に
は
宗

教
法
人
本
願
寺
至
心
教
堂
が
発
足
し
ま
し
た
。

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
、
建
物
の
老
朽
化
の

た
め
教
堂
の
土
地
建
物
が
売
却
さ
れ
、
そ
の
資

金
に
よ
っ
て
よ
り
充
実
し
た
国
際
伝
道
施
設
を

設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
１
月
、
本
願
寺
国

際
セ
ン
タ
ー
設
置
規
程
が
制
定
さ
れ
、
海
外
開

教
の
進
展
を
は
か
る
た
め
、
本
願
寺
国
際
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
所
掌
事
項
は
、
①
海
外
交
流
の
た
め
の
諸

会
合
に
対
す
る
便
宜
供
与
に
関
す
る
こ
と
、
②

開
教
使
の
養
成
お
よ
び
再
教
育
の
実
施
に
関
す

る
こ
と
、
③
聖
典
の
翻
訳
・
出
版
そ
の
他
海
外

諸
地
域
へ
の
文
書
刊
行
に
関
す
る
こ
と
、
④
外

国
語
会
話
教
室
の
開
設
そ
の
他
一
般
大
衆
へ
の

海
外
開
教
事
情
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で

し
た
。
そ
し
て
、
11
月
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

国
際
セ
ン
タ
ー
（
後
に
国
際
セ
ン
タ
ー
と
名
称

変
更
）
が
本
願
寺
門
前
の
学
林
町
に
竣
工
し
、

国
際
伝
道
活
動
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
７
回
）
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１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
は
、
本
願
寺
国

際
セ
ン
タ
ー
内
に
翻
訳
委
員
会
の
前
身
と
な
る

翻
訳
研
究
部
が
発
足
し
ま
し
た
。
個
別
に
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
聖
典
翻
訳
の
不
統
一
を
克
服
し

て
、
伝
道
教
化
の
基
礎
と
な
る
公
認
の
英
文

真
宗
聖
典
を
編
纂
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

こ
う
し
て
即
如
宗
主
の
法
統
継
承
を
機
縁
と

し
、
宗
門
発
展
計
画
の
一
環
と
し
て
、
１
９
７

８
（
昭
和
53
）
年
よ
り
英
文
真
宗
聖
典
の
翻
訳
・

出
版
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
２
月
10
日
、
新
た
に

国
際
伝
道
に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
法
規
と
し

て
国
際
伝
道
推
進
規
程
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
規
程
で
は
、
各
開
教
区
（
北
米
・
カ
ナ
ダ
・
ハ

ワ
イ
・
南
米
）
に
は
教
団
、
海
外
別
院
、
開
教

区
寺
院
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
団
体
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
局
は
開

教
区
の
ほ
か
に
、
特
に
国
際
伝
道
の
促
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
、
開
教

地
と
し
て
指
定
し
、
適
正
な
規
模
に
発
展
し
た

際
は
、
こ
れ
を
開
教
区
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
定
め
ま
し
た
。

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度
末
段
階
で
、
開

教
地
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
の
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア（
平
成
５
年
指
定
）、
メ
キ
シ
コ（
平

成
６
年
指
定
）、
台
湾
（
平
成
13
年
指
定
）、
ネ

パ
ー
ル
（
平
成
18
年
指
定
）
の
４
地
域
で
す
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教
地
区
に
お
い
て
も
新

た
な
伝
道
活
動
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
ハ
ワ
イ
開
教
区
、
台
湾
開
教
地
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教
地
区
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ

て
い
き
ま
す
。

▼
ハ
ワ
イ
開
教
区

戦
後
、
開
教
使
の
多
く
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
内

陸
部
に
設
け
ら
れ
て
い
た
収
容
所
か
ら
ハ
ワ
イ

へ
戻
り
、
日
曜
礼
拝
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
（
日
曜
学
校
）、
Ｙ

Ｂ
Ａ
（
仏
教
青
年
会
）、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
日

本
語
学
校
な
ど
の
活
動
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
５
２
（
昭
和

27
）
年
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
勝
如
宗
主
・

嬉
子
裏
方
が
各
島
の
寺
院
・
仏
教
会
を
巡
教
さ

れ
、
25
か
寺
（
別
院
含
む
）
で
８
千
295
人
が
帰

敬
式
を
受
け
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
開
教
区
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ
ー
ナ
運
動
で
す
。
こ
れ
は

婦
人
会
運
動
を
起
点
に
展
開
し
た
も
の
で
、
布

施
（
ダ
ー
ナ
）
の
精
神
を
基
調
と
し
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）

年
に
は
英
語
伝
道
の
一
環
と
し
て
仏
教
研
究
所

（Buddhist Study Center

）が
設
立
さ
れ
た
り
、

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
は
、
仏
教
教
育
を

目
的
と
し
て
全
米
初
の
仏
教
系
高
等
学
校
で
あ

る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
・
ア
カ
デ

ミ
ー
（Pacific Buddhist A

cadem
y

）
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

▼
台
湾
開
教
地

戦
前
の
台
湾
に
は
、
60
に
も
及
ぶ
本
願
寺
派

の
寺
院
・
布
教
所
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
敗
戦
に
よ
っ
て
、
全
て
の
日
本
仏
教
寺

院
が
台
湾
の
国
民
政
府
に
接
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
陳ち
ん

銘め
い

芳ほ
う

は
、
反
日
感
情
の
強
い
戦
後
の
台
湾
に
あ
っ
て

浄
土
真
宗
の
教
え
を
守
り
、
伝
道
す
る
と
い
う

信
念
の
も
と
、
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
台
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中
市
の
中
心
部
に
光
明
寺
を
設
立
し
ま
し
た
。

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に
は
庫
裏
・
書
院
の

落
成
式
な
ら
び
に
灌
仏
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
勝

如
宗
主
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
光
明
寺
で
は
新
本
堂
の
建
設
計
画

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
８
２（
昭
和
57
）年
、

陳
は
新
本
堂
落
成
を
前
に
没
し
ま
し
た
が
、
そ

の
志
を
受
け
継
い
だ
長
男
の
一
信
が
、
翌
年
に

光
明
寺
新
本
堂
落
成
法
要
を
修
行
し
ま
し
た
。

法
要
に
は
勝
如
宗
主
も
出
席
し
、
法
要
後
に
帰

敬
式
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
、
台
中
市

郊
外
の
土
地
に
光
照
寺
の
建
設
が
提
案
さ
れ
、

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
６
月
に
着
工
し
ま
し

た
。
し
か
し
同
年
９
月
21
日
、
台
湾
中
部
を

襲
っ
た
大
地
震
に
よ
り
、
工
事
の
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
困
難
に
直
面
し
な

が
ら
も
、
現
地
門
信
徒
の
固
い
決
意
と
本
願
寺

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
諸
団
体
か
ら
支
援
を

受
け
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
２
月
に
本
願

寺
も
、
台
湾
を
開
教
地
に
指
定
し
、
陳
一
信
を

初
代
開
教
事
務
所
長
に
任
命
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
光
照
寺
が
完

成
し
、
翌
年
３
月
８
日
に
は
即
如
宗
主
親
修
の

も
と
光
照
寺
落
成
・
台
湾
開
教
事
務
所
開
所
慶

讃
法
要
が
修
行
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教
地
区

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
伝
道
は
、
１
９
５
４

（
昭
和
29
）
年
11
月
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の

ハ
リ
ー
・
ピ
ー
パ
ー
が
勝
如
宗
主
の
も
と
で
帰

敬
式
を
受
式
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
１
９

５
６
（
昭
和
31
）
年
に
ピ
ー
パ
ー
は
仲
間
と
と

も
に
ド
イ
ツ
浄
土
真
宗
協
会
を
創
設
し
、
翌
年

６
月
に
本
願
寺
は
同
協
会
を
公
式
な
会
と
し
て

登
録
し
ま
し
た
。

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
は
、
ス
イ
ス
に
も

布
教
拠
点
が
築
か
れ
ま
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
エ
ラ
ク
ル
は
、
ピ
ー
パ
ー

と
の
文
通
を
機
縁
と
し
て
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
郊
外
の
一
民
家
に
ス
イ
ス
浄
土

真
宗
協
会
を
創
設
し
ま
し
た
。
１
９
７
３
（
昭

和
48
）
年
に
勝
如
宗
主
が
ス
イ
ス
を
訪
問
さ
れ

た
の
を
機
に
、
エ
ラ
ク
ル
は
寺
院
建
立
を
決
意

し
、
１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

北
部
の
地
に
信
楽
寺
を
創
建
し
ま
し
た
。

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
時
点
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
開
教
地
区
で
の
本
願
寺
派
の
布
教
拠
点
は
、

ド
イ
ツ
浄
土
真
宗
協
会
、
ス
イ
ス
浄
土
真
宗
協

会
（
信
楽
寺
）、
ベ
ル
ギ
ー
浄
土
真
宗
協
会
（
慈

光
寺
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
浄
土
真
宗
協
会
、
英

国
浄
土
真
宗
協
会
で
し
た
が
、
そ
の
後
も
、
ア

ラ
ス
カ
浄
土
真
宗
・
白
蓮
華
セ
ン
タ
ー
（
妙
光

院
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
浄
土
真
宗
サ
ン
ガ
、
ル
ー

マ
ニ
ア
浄
土
真
宗
協
会
（
他
力
道
場
）、
ハ
ン

ガ
リ
ー
浄
土
真
宗
サ
ン
ガ
な
ど
が
次
々
に
設
立

さ
れ
て
、
浄
土
真
宗
の
教
線
が
拡
大
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
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